
船舶事故等調査報告書 

平成２４年１０月２５日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２神第７８号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年２月１６日 ０９時３０分ごろ 

発生場所 兵庫県赤穂市赤穂港 

赤穂市所在の住友大阪セメント赤穂港導灯（前灯）から真方位０９０°

１,１６０ｍ付近 

（概位 北緯３４°４４.８′ 東経１３４°２２.７′） 

事故等調査の経過  平成２４年６月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

液体貨物ばら積船 第五金勢
きんせい

丸、１３８トン 

 １２９０９２、有限会社詫間海運 

 乗組員等に関する情報 船長、六級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 推進器翼に曲損 

 事故等の経過 

 

 本船は、船長ほか１人が乗り組み、塩化マグネシウム約３００㎘を積載

し、船首約２.５ｍ、船尾約２.２ｍの喫水により、赤穂港の可航幅約１４

ｍの運河を船首配置の見張り員が赤い旗を振りながら南西進中、船首方に

反航するプレジャーボートを認め、長音１回の汽笛を鳴らしたものの、そ

のまま接近して来るので衝突を避けようとして右舵を取ったところ、平成

２４年２月１６日０９時３０分ごろ海面下の捨て石に推進器翼が乗り揚げ

て通過した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南、風力 １ 

海象：潮汐 下げ潮の中央期 

 その他の事項  船長は、本事故発生場所付近の航行経験が豊富であり、運河の両岸付近

に捨て石があることを知っていた。 

 船舶所有者は、運河内で漁船やプレジャーボートと行き合うことが多か

ったので、地元の漁業協同組合と話し合い、本船が運河に入る際、船首配

置の見張り員が１ｍ四方の赤い旗を振っているときには漁船に待機しても

らい、青い旗を振っているときには漁船に通航してもらうようにしてい

た。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、赤穂港の可航幅の狭い運河を南西進

中、反航するプレジャーボートとの衝突を避けよ

うとして右舵を取ったことから、海面下の捨て石

に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、赤穂港の可航幅の狭い運河を南西進中、反航するプ

レジャーボートとの衝突を避けようとして右舵を取ったため、海面下の捨

て石に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。  




